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	 Linked Open Data(LOD)が普及したことにより、分野を越えたメタデータの利用が頻繁

に行われるようになった。LOD として公開されるメタデータの利用を支援するためには、

メタデータの構造や制約といったメタデータスキーマを作成してメタデータと併せて公開

することが求められる。メタデータスキーマを作成する際は、既存のメタデータ語彙で定

義されたクラスやプロパティなどのタームを再利用することが望ましい。しかし、メタデー

タ語彙の数は非常に多く、各タームの定義を調べ適切なタームを選択する作業は大きな負

担となる。Linked Open Vocabularies(LOV)等のメタデータ語彙探索支援システムは存在

するものの、探索の条件として扱える属性は少なく、キーワード以外に、例えば記述対象

に関する情報を用いた探索などは行えない。また、既存手法で扱える探索条件だけでは、

探索結果に含まれる多くのタームに対して定義や用途を調べていく優先度を、探索要求を

考慮して提示することが難しく探索に時間が掛かる。そこで本研究では、探索条件に一致

するタームの発見とその選択支援を目的とした、メタデータ語彙探索支援手法を提案する。 

	 本手法では、既存のシステムで実現されているキーワード探索に加え、記述対象に関す

る情報と、共起するプロパティなどのタームを条件とする探索を実現する。また、各探索

条件を考慮したタームのランキングを実現する。本手法の実現のために、記述対象のクラ

ス 455件の分類と、既存メタデータインスタンス 12,941,323件の分析、ランキングのため

のスコア算出式の定義を行った。さらに、本手法を実装したメタデータ語彙探索支援シス

テムを構築した。本手法と既存手法とで行った比較評価実験では、本手法の方が探索条件

に適したタームを推薦できていることが分かった。また、この実験から入力するキーワー

ド選定の難しさが問題になっていることが分かり、キーワード検索に対して事前に候補を

分類しておくか、類似キーワードを推定しておくことで入力を支援できると考察した。 
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